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概要 市内の被害状況

※ 仙台市外で死亡が確認された仙台市民 193人 (b)
仙台市民でお亡くなりになられた方 1003人(a+b)

仙台市内
全壊 30,034棟

大規模半壊 27,016棟
半壊 82,593棟

一部損壊 116,046棟

東日本大震災における本市の被害状況

〇発生日時:平成23年3月11日（金）14時46分頃
〇規 模:マグニチュード9.0
〇市内震度:震度６強 宮城野区

震度６弱 青葉区、若林区、泉区
震度５強 太白区

〇津 波:3月11日 14時49分
太平洋沿岸に大津波警報発表
津波の高さ 仙台港で7.1m(推定値）
地震発生から約1時間後に津波到達

【令和5年3月1日現在】

仙台市内で
死亡が確認された方 905人

上記のうち仙台市民（a) 810人

行方不明者 27人

負傷者 2,309人
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避難所の状況

避難者最大:105,947人
（12日11:30）

避難所最大:288箇所
（14日10:00）
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高速バス

各種公共交通機関の状況（概要）

仙台市営バス

※各機関の状況は
「仙台市震災記録誌」による

仙台市営地下鉄

JR新幹線

JR在来線

▼全線で一旦バス運行を停止したが、
17時～帰宅困難者対策として一部
路線を運航

▼翌日からは安全が確認された主要
路線で運行再開、地下鉄の振り替
え輸送実施

▼全区間で運行停止
▼3月14日から、台原～富沢駅間で

の折り返し運航開始

▼全区間で運行停止
▼4月25日、福島駅～仙台駅間運転

再開
▼4月29日、仙台駅から一ノ関駅間

運転再開

▼全区間で運行停止
▼3月28日、仙石線の一部区間で運

転再開
▼3月31日、東北本線の一部区間で運転再開
▼4月4日、仙山線の一部区間で運転再開
（以後、順次再開・区間延⾧）

▼3月12日～山形行き便や
一部県内便の運航が再開

▼3月14日～新潟便が再開
（新潟駅→首都圏へ）
▼3月20日までに東京・盛

岡などへの便も順次再開
▼新幹線再開まで、東京方

面との臨時バスも運行

航空路線
▼4月13日から国内線の運

航が一部再開し、7月25
日には震災前とほぼ同水
準で国内便が再開

▼国際線は9月25日のソウ
ル線から順次再開

▼仙台空港アクセス線は4
月2日～代行バス輸送開
始、7月23日から一部区
間再開
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駅周辺の帰宅困難者数（推計）

帰宅困難者の発生による混乱

泉中央駅

仙台駅

⾧町駅

約11,000人

約2,000人

約1,000人

東日本大震災発災当初の
JR仙台駅付近
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周辺の指定避難所にも人が殺到

広瀬通

あおば通

東二番丁小学校

榴岡小学校

仙
台
駅
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震災を踏まえた課題と対応

１

２ ３

一斉帰宅
行動の抑制

徒歩帰宅者
支援

一時滞在場所
の確保

震災における教訓を踏まえ・・・
関係機関との連携により、
３つの柱での
帰宅困難者対策を推進

 路上や駅周辺に人があふれ、火災や建物からの落下物等による二次被害
の危険がある

 道路や駅周辺の混雑により、救助・救命活動や消火活動などの応急対策
活動の妨げになる

 駅周辺の避難所に帰宅困難者が殺到し、地域の避難者が避難所に
入ることができないなど大きな混乱が発生する

帰宅困難者が発生すると
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仙台駅周辺帰宅困難者対策連絡協議会

 平成25年11月7日設置
 構成機関 ▸交通事業者等、商業施設等、

公共施設、警察、本市
 協議会の開催（年3回）
 ワーキンググループの開催（年3～4回）
 対応訓練の実施（年1回）

▼ 仙台駅周辺における帰宅困難者対策推進に向け、関係者が連携・協力し
取り組むことを目的として、平成25年11月に設置。

▼「帰宅困難者対応指針」の作成や、年1回の対応訓練の実施などにより
発災時の円滑な対応のための体制を整備している。

協議会の実施 ワーキンググループ

仙台駅周辺帰宅困難者
対応指針
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帰宅困難者対応訓練の実施

情報連絡員による対応

一時滞在場所への移動 一時滞在場所での受付

 対応指針の検証や、本市・関係事
業者・関係機関の協働による対応
策の確認を行うことなどを目的に、
毎年実動型の対応訓練を実施して
いる

 実施結果などを踏まえ、必要に応
じて対応指針の見直しを図る
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部会の体制と今後の展開
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今後のスケジュール
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